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本
年
度
は
、市
名
の
由
来
と
な
っ
た「
都

城
」
の
築
城
か
ら
６
５
０
年
の
節
目
の
年
。

そ
し
て
、
本
年
１
月
に
は
新
市
誕
生
か
ら

20
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

霧
島
連
山
と
鰐わ

に

塚
山
地
に
囲
ま
れ
た
盆

地
で
あ
る
本
市
は
、
時
代
ご
と
の
勢
力
抗

争
や
支
配
体
制
の
変
化
に
よ
り
、
分
割
と

統
合
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
古
代
は
島
津

荘
の
一
部
と
し
て
発
展
し
、
中
世
は
さ
ま

ざ
ま
な
武
家
勢
力
の
合
戦
の
場
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
近
世
の
島
津
氏
と
都
城

島
津
氏
に
よ
る
統
治
や
、
近
現
代
の
大
規

模
な
行
政
区
域
の
変
更
な
ど
を
経
て
、
現

在
の
都
城
市
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
展
示
で
は
、
市
内
各
地
域
が
た
ど
っ

た
歴
史
と
発
展
の
様
子
を
、
各
地
に
残
さ

れ
た
歴
史
資
料
や
写
真
を
交
え
て
紹
介
し

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
都
城

に
な
る
ま
で
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

文
化
財
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

９
５
４
７

都
城
盆
地
に
お
け
る
城
の
形
成
と

発
展

　
永
和
元（
１
３
７
５
）年
、
北
郷
家（
後

の
都
城
島
津
家
）
２
代
北
郷
義
久
が
、
現

在
の
都
島
町
に
「
都
城
」
を
築
城
。
こ
の

頃
か
ら
島
津
氏
の
都
城
盆
地
進
出
が
本
格

化
し
ま
す
が
、
そ
の
こ
ろ
に
は
、
既
に
さ

ま
ざ
ま
な
勢
力
が
乱
立
し
て
い
て
、
肝
付

氏
の
「
高
城
」
や
、相
良
氏
の
「
山
田
城
」、

土ど

肥ひ

実さ
ね
重し

げ
の
居
城
と
い
わ
れ
た
「
山
之
口

城
」
な
ど
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
16
世
紀
中
頃
、
北
郷
氏
が
都
城
盆
地
を

統
一
す
る
と
、
周
辺
の
城
は
島
津
氏
の
勢

力
下
に
入
り
、「
都
城
」
を
中
心
と
し
た

「
庄
内
十
二
外と

じ
ょ
う城
」に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

廃
城
後
に
お
け
る
城
名
称
の
継
承

と
地
域
の
発
展

　
元
和
元
（
１
６
１
５
）
年
の
一
国
一
城

令
に
よ
り
、「
都
城
」
を
含
む
都
城
盆
地

内
の
城
は
全
て
取
り
壊
さ
れ
ま
す
が
、
城

の
名
称
は
地
域
の
名
称
と
し
て
引
き
継
が

れ
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
鹿
児
島
藩

の
地
域
支
配
制
度
で
あ
る
「
外
城
制
度
」

や
、
都
城
地
域
を
治
め
た
都
城
島
津
家
に

よ
る
「
五い

つ
口く

ち
六む

外
城
制
」
な
ど
が
影
響
し

て
い
て
、
そ
れ
ら
の
制
度
下
で
村
や
町
が

形
成
さ
れ
、
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

上：日和城図（パネル展示）／寛政10（1798）年
に、高城の月山日和城の図面を写し記したもの
下：文政七年名

めい

勝
しょう

志
し

御
お

糺
ただし

方
かた

ニ
に

付
つき

取
とり

調
しらべ

帳
ちょう

日
ひ

州
しゅう

諸県
郡山之口（パネル展示）／文政７（1824）年に山
之口で作成された、山之口の史跡や歴史を記録
した地誌

帖
ちょう

佐人形（左：力士、
右：御

お

高
こ

祖
そ

頭
ず

巾
きん

）／高
崎町前田にある江戸後
期の墓・谷川共同墓地
で発見された土人形

都
城
歴
史
資
料
館　

都
城
築
城
６
５
０
年
記
念
特
別
展

城
か
ら
町
、そ
し
て
市
へ

新市誕生
20周年
記念事業
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近
現
代
の
市
町
村
再
編・新
市
誕
生

　
近
代
日
本
は
、
明
治
新
政
府
に
よ
る
新

し
い
行
政
制
度
の
下
、
近
代
化
へ
の
道
を

歩
み
始
め
ま
す
。

　
藩
領
域
の
解
体
や
新
し
い
行
政
区
分
で

あ
る
県
の
設
置
が
進
め
ら
れ
る
中
、
一

時
的
に
都
城
県
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

都
城
盆
地
の
行
政
区
域
は
、
明
治
16

（
１
８
８
３
）
年
の
宮
崎
県
再
設
置
ま
で

揺
れ
動
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
明
治
21（
１
８
８
８
）
年
の

市
制
・
町
村
制
に
よ
る
明
治
の
大
合
併
や
、

大
正
・
昭
和
の
市
制
・
町
制
施
行
と
合

併
を
経
て
、
平
成
18（
２
０
０
６
）年
に
、

１
市
４
町
の
合
併
に
よ
る
新
都
城
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。

特
別
展
の
概
要

◉
会
期　
５
月
24
日
㈰
ま
で

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
翌
日
）

◉
開
館
時
間　
９
時
30
分
〜
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

◉
入
館
料　
一
般
２
２
０
円
（
１
６
０

円
）、
高
校
生
１
６
０
円
（
１
１
０
円
）、

小
・
中
学
生
１
１
０
円
（
50
円
）

※
（　
）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

関
連
イ
ベ
ン
ト

【
お
城
で
新
春
（
無
料
）】

◉
日
時　
１
月
12
日
㈪　
10
時
〜
15
時

◉
内
容　
す
ご
ろ
く
（
事
前
申
込
制
）、

む
か
し
の
ア
ソ
ビ
体
験
、
人
力
車
乗
車

体
験
、
民
具
体
験

※ 

イ
ベ
ン
ト
開
催
中
の
10
時
〜
15
時
は

入
館
料
無
料
。
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
特
別
展
特
設
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い

【
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
初
披
露
】

　

新
市
誕
生
20
周
年
と
都
城
築
城

６
５
０
年
を
記
念
し
た
３
Ｄ
ガ
チ
ャ
ガ

チ
ャ
や
都
城
泉
ヶ
丘
高
校
の
生
徒
考
案

の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

城「都城」と市町村変遷の歴史
※太字は日本の主な出来事

都城市鳥
ちょうかん

瞰図（吉田初三郎作）
市制施行以降の都城市街地が上空から
見下ろすように描かれている

学校日誌／明治・大正期の山田村の
生徒数や行事が記された学校日誌

都城県印章／明治４
（1871）年11月から
同６（1873）年１月
までの間設置され
た、都城県の印鑑

特別展
特設ページ

都城歴史資料館
公式インスタグラム

時代 年 出来事
南北朝 永和元 1375 北郷義久、都城築城
戦国 天文12 1543 北郷忠相、都城盆地を掌握

安
土
桃
山

天正15 1587 島津氏、九州制覇目前で豊臣氏に降伏
文禄４ 1595 北郷氏に代わり伊集院氏が都城入城
慶長４ 1599 島津氏と伊集院氏の合戦（庄内の乱）
慶長５ 1600 北郷氏、都城に復帰

江
戸

慶長８ 1603 徳川家康が征夷大将軍に任命
慶長19 1614 高城郷・山之口郷が鹿児島藩直轄領に
元和元 1615 江戸幕府、一国一城令を各大名に通達

都城とその他盆地内の城を廃止
延宝８ 1680 高崎郷が藩直轄領に
慶応３ 1867 徳川氏、政権を天皇に返還

明
治

明治４ 1871 明治政府、廃藩置県と改置府県を実施
鹿児島県設置（都城地域は鹿児島県）
鹿児島県を分割して都城県設置

明治６ 1873 都城県を廃止し宮崎県設置
明治９ 1876 宮崎県を廃止し鹿児島県に統合
明治16 1883 宮崎県再設置
明治21 1888 市制・町村制公布
明治22 1889 都城町、沖水村、五十市村、志和池村、

庄内村、中郷村、山之口村、高城村、
山田村、高崎村、三股村の1町10村が
誕生

明治24 1891 庄内村から西岳村が分村
大
正

大正13 1924 都城町が市制施行により都城市に
庄内町誕生

昭
和

昭和９ 1934 高城町誕生
昭和11 1936 沖水村と五十市村が都城市と合併
昭和15 1940 高崎町誕生
昭和28 1953 山田町誕生
昭和31 1956 庄内町と西岳村が合併し荘内町が誕生
昭和32 1957 都城市と志和池村が合併
昭和39 1964 山之口町誕生
昭和40 1965 都城市と荘内町が合併
昭和42 1967 都城市と中郷村が合併

平
成

平成18 2006 都城市・山之口町・高城町・山田町・
高崎町が合併し新都城市誕生


